
六
　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ア
メ
リ
カ

（
１
）
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
起
源
と
開
始

こ
れ
ま
で
の
内
容
を
繰
り
返
す
箇
所
も
あ
る
が
、
以
下
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
一
九
五
四
年
七
月
二
一
日
の
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定

に
調
印
せ
ず
、
一
九
五
五
年
一
〇
月
二
六
日
に
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
ジ
ェ
ム
政
権
を
擁
立
し
、
一
九
五
六
年
の
統
一
選
挙
も
実
施
し
な
か
っ

た
。
こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
共
産
化
を
防
ぐ
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
撤
退
後
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
残
っ
て
い
く

（L
ogevall, 2010: 290

-292; C
hapm

an, 2014: 108

-111; Y
oung, 1991; E

llsberg, 2002; S
im
pson, 2013

）。
そ
の
後
、
一
九

六
一
年
か
ら
一
九
七
三
年
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
と
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
間
で
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
（
第
二
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
）
が
戦
わ

れ
た
（
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で
が
内
戦
、
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
七
三
年
ま
で
が
国
際
戦
争
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
）。
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一
九
五
九
年
に
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
武
力
解
放
を
決
意
し
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
二
〇
日
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
族
解

放
戦
線
（
ベ
ト
コ
ン
）
を
結
成
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
六
一
年
九
月
の
時
点
で
、
ジ
ェ
ム
政
権
が
ア
メ
リ
カ
軍
地
上
部
隊
の
派
遣

を
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
要
請
し
た
。
一
九
六
一
年
一
一
月
一
五
日
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
で
、
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
に
軍
事
顧
問
団
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
テ
ー
ラ
ー
使
節
団
が
作
成
し
た
地
上
軍
部
隊
の
派
遣
案
も
検
討
さ
れ
た
が
、
当
時

の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
、
大
規
模
な
米
地
上
軍
の
投
入
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
た
。
一
九
六
二
年
二
月
の
時
点
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

は
、
ア
メ
リ
カ
軍
事
顧
問
団
を
改
組
し
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
援
助
軍
司
令
部
を
新
設
し
た
（L

ogevall, 2010: 293

-295; C
hapm

an,

2014: 111

-113; 
高
松
、
一
九
九
八：

一
七
二
│

一
七
五
）。

一
九
六
三
年
に
な
る
と
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
情
勢
は
悪
化
し
た
。
た
と
え
ば
、
五
月
に
は
古
都
ユ
エ
で
仏
教
徒
へ
の
発
砲
事
件
が
起
こ
っ

た
。
一
九
六
三
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
国
家
安
全
保
障
会
議
で
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
策
の
見
直
し
を
検
討
し
、

反
ジ
ェ
ム
派
と
ジ
ェ
ム
支
持
派
が
激
論
を
交
わ
し
た
。
一
九
六
三
年
九
月
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
サ
イ
ゴ
ン
調
査
団
に
よ
る
現
地
報

告
を
受
け
、
国
家
安
全
保
障
覚
書
二
六
三
号
で
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ジ
ェ
ム
政
権
に
「
圧
力
と
説
得
」
の
政
策
を
と
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
と
テ
ー
ラ
ー
大
統
領
軍
事
顧
問
の
勧
告
に
よ
る
。「
圧
力
と
説
得
」
の
政
策
と
は
、
ジ
ェ
ム
政
権
に
経
済
援
助
の

一
時
停
止
な
ど
圧
力
を
加
え
な
が
ら
、
同
時
に
政
治
改
革
を
行
う
よ
う
に
説
得
し
て
い
く
両
面
政
策
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
も
、
ケ
ネ

デ
ィ
大
統
領
は
、
大
規
模
な
米
地
上
軍
の
投
入
に
は
な
お
慎
重
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
六
五
年
末
ま
で
に
、
一
〇
〇
〇
名
の
ア
メ
リ

カ
軍
を
撤
退
さ
せ
る
計
画
案
も
検
討
さ
れ
て
い
た
（L

ogevall, 2010: 293

-295; L
atham

, 2010: 275

-277; C
hapm

an, 2014:

111

-113; 

高
松
、
一
九
九
八
、：

一
七
四
│

一
七
五；

S
im
pson, 2013

）。

一
九
六
三
年
一
一
月
一
日
に
は
、
す
で
に
見
た
通
り
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
り
、
ジ
ェ
ム
政
権
が
倒
れ
る
。
ケ
ネ

デ
ィ
政
権
は
ク
ー
デ
タ
ー
の
動
き
を
黙
認
し
た
。
こ
の
段
階
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
ジ
ェ
ム
政
権
を
見
限
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ほ

ぼ
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
一
一
月
二
三
日
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
ダ
ラ
ス
で
暗
殺
さ
れ
る
。
一
九
六
三
年
末
の
時
点
で
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
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駐
留
の
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
一
万
六
五
〇
〇
万
人
に
達
し
て
い
た
。
も
し
ケ
ネ
デ
ィ
が
暗
殺
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
政
権
二
期
目
に
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
し
て
い
た
か
、
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ
る
（L

ogevall, 2010: 293

-295; L
atham

, 2010: 275

-277; C
hapm

an,

2014: 111
-113; 

高
松
、
一
九
九
八：

一
七
五
│

一
七
六；

S
im
pson, 2013

）。

（
２
）
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
拡
大

ジ
ョ
ン
ソ
ン
副
大
統
領
が
大
統
領
に
昇
格
し
、「
レ
ッ
ツ
・
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ー
」
を
標
語
に
掲
げ
た
。

一
九
六
四
年
一
月
八
日
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
一
般
教
書
で
「
偉
大
な
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
す
る
。
一

九
六
四
年
七
月
二
日
に
は
公
民
権
法
（C
ivil

R
ights

A
ct

）
が
成
立
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
六
五
年
八
月
六
日
に
は
投
票
権
法

（V
oting

R
ights

A
ct

）
が
成
立
す
る
。
三
〇
年
間
の
議
会
生
活
で
培
わ
れ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
議
会
操
縦
術
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
若
い
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
た
ち
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
か
っ
た
（
島
村
、

二
〇
一
八
、
一
二
三
頁
）。
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
黒
人
の
差
別
は
、
す
で
に
見
た
通
り
、
冷
戦
を
戦
う
上
で
、
自
由
民
主
主
義
と
資
本
主

義
、
法
の
支
配
な
ど
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
を
軸
と
し
た
「
自
由
世
界
」
を
指
導
す
る
超
大
国
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
大
き
な
矛
盾
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
矛
盾
を
ソ
連
や
中
国
は
効
果
的
に
批
判
し
て
い
た
。
公
民
権
法
と
投
票
権
法
の
成
立
は
、
こ
う
し
た
矛
盾
を
払
拭
す
る

効
果
が
あ
っ
た
（F
raser, 2013: 470, 480

-481; Irvin, 2014: 94, 100

-101; P
lum
m
er, 2013; A

nderson, 2013

）。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
副
大
統
領
時
代
か
ら
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
よ
り
も
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
情
勢
に
よ
り
楽
観
的
な
見
通
し
を
持
っ
て

い
た
。
圧
倒
的
に
優
勢
な
軍
事
力
と
近
代
兵
器
を
駆
使
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
ベ
ト
コ
ン
に
対
し
て
軍
事
的
圧
力

を
加
え
て
い
け
ば
、
彼
ら
は
い
ず
れ
降
伏
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
三
月
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
国
家
安
全
保
障
行
動
覚
書
二
八
八
号
で
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
爆
撃
計
画
の
準
備
を
命
令
し
た
（L

ogevall, 2010:

295

-298; L
atham

, 2010: 275

-277; C
hapm

an, 2014: 111

-113; 

高
松
、
一
九
九
八：

一
七
六；

S
im
pson, 2013

）。
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一
九
六
四
年
八
月
二
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、
米
艦
艇
に
対
す
る
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の
攻
撃
、
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
が
起
こ
る
。
そ
の

直
後
の
八
月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
議
会
で
、
ト
ン
キ
ン
湾
決
議
が
圧
倒
的
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
で
敵
国
の
武
力
攻
撃

を
撃
退
し
、
侵
略
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
必
要
な
一
切
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
大
統
領
に
付
与
す
る
内
容
で
あ
っ
た

（
佐
々
木
、
二
〇
一
一：

一
二
〇
│

一
二
一；

高
松
、
一
九
九
八：

一
七
七
）。

同
じ
八
月
に
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が
演
説
で
、「
わ
が
国
が
今
日
、
東
南
ア
ジ
ア
で
直
面
し
て
い
る
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
に
ギ
リ

シ
ャ
と
ト
ル
コ
、
ド
イ
ツ
と
北
朝
鮮
、
レ
バ
ノ
ン
と
中
国
で
、
勇
敢
か
つ
強
力
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
課
題
と
同
じ
も
の
だ
」
と
強
調

し
て
い
る
。
同
じ
時
期
、
ラ
ス
ク
国
務
長
官
し
ば
し
ば
、「
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
首
都
サ
イ
ゴ
ン
の
防
衛
は
『
自
由
世
界
』
の
安
全
に
と
っ

て
、
西
ベ
ル
リ
ン
の
防
衛
と
同
じ
く
ら
い
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
マ
ク
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
は
「
国
内
政

治
上
の
要
請
も
影
響
を
与
え
て
い
た
」
の
で
あ
り
、「
ケ
ネ
デ
ィ
も
ジ
ョ
ン
ソ
ン
も
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
共
産
主
義
の
手
に
明
け
渡
せ
ば
、

大
き
な
政
治
的
混
乱
が
生
じ
て
ア
メ
リ
カ
は
麻
痺
し
て
し
ま
い
、
大
統
領
と
し
て
の
政
治
生
命
も
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
と
危
惧
し
て
い

た
」
と
い
う
（M

cM
ahon, 2003: 101

-103
）。

一
九
六
四
年
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
、
民
主
党
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が
再
選
さ
れ
る
。
共
和
党
の
対
立
候
補
で
あ
る
保
守
派
の

ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
上
院
議
員
に
圧
勝
し
た
。
他
方
で
、
民
主
党
は
公
民
権
法
と
投
票
権
法
の
た
め
南
部
の
票
を
失
っ
た
。
そ
れ
ま

で
南
部
は
、
民
主
党
に
と
っ
て
強
固
な
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
大
統
領
選
挙
で
共
和
党
が
南
部
を
勝
利
し
て
い
く
。
ま
た
、

レ
ー
ガ
ン
な
ど
共
和
党
の
保
守
系
議
員
の
躍
進
が
注
目
さ
れ
る
（
島
村
、
二
〇
一
八：

一
七
六
）。

一
九
六
五
年
二
月
七
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
爆
撃
（
北
爆
）
を
命
令
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
一

七
度
線
北
方
の
ド
ン
ホ
イ
を
爆
撃
し
、
北
爆
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
北
爆
が
恒
常
化
し
て
い
く
。
三
月
八
日
に
は
、
三
五
〇
〇

名
の
米
海
兵
隊
が
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
北
部
の
ダ
ナ
ン
に
上
陸
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
六
五
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政

権
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
介
入
は
本
格
化
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
決
定
的
な
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
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き
ず
に
い
た
。
一
九
六
八
年
一
月
の
時
点
で
も
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
テ
レ
ビ
演
説
で
、「
戦
況
は
有
利
に
進
ん
で
い
る
」
と
ア
メ
リ

カ
国
民
に
説
明
し
て
い
た
（L

ogevall, 2010: 295

-298; L
atham

, 2010: 275-277; C
hapm

an, 2014: 111

-113; 

高
松
、
一
九
九

八：
一
七
七
│

一
七
八；

S
im
pson, 2013

）。

こ
の
間
の
一
九
六
五
年
は
じ
め
に
は
、
バ
ン
デ
ィ
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
に
、「
ア
メ
リ
カ

の
国
際
的
な
威
信
と
、
そ
の
影
響
力
の
か
な
り
の
部
分
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
直
接
的
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
」
と
警

告
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
一
九
六
五
年
四
月
の
重
要
な
演
説
で
、「
こ
の
戦
争
、
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
全
体
に
新
た
な
現
実

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
共
産
中
国
の
影
が
よ
り
色
濃
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
戦
い
は
、﹇
中
国
に
よ
る
﹈
よ
り
広
い
攻
勢

の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
じ
四
月
に
は
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
が
、
ア
メ
リ
カ
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
戦
わ
な
け
れ

ば
、
東
南
ア
ジ
ア
全
体
が
中
国
の
支
配
下
に
入
り
、「
ア
ジ
ア
は
赤
く
染
ま
る
」
こ
と
に
な
る
上
に
、
も
し
ア
メ
リ
カ
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か

ら
撤
退
し
た
ら
、
世
界
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
は
大
き
く
変
化
す
る
、
と
警
告
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
そ
の
主
な
補
佐
官

た
ち
は
、
他
の
す
べ
て
の
世
代
の
冷
戦
の
闘
士
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
ア
メ
リ
カ
の
信
頼
性
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
確
信
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
信
頼
性
は
、
共
産
主
義
の
攻
勢
に
対
す
る
大
き
な
抑
止
力
で
あ
り
、
同
時
に
、
ア

メ
リ
カ
の
冷
戦
同
盟
シ
ス
テ
ム
全
体
を
維
持
す
る
上
で
不
可
欠
な
紐
帯
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
（M

cM
ahon, 2003: 101

）。

し
か
し
、
一
九
六
八
年
一
月
三
一
日
、「
テ
ト
攻
勢
」
が
起
こ
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
こ
の
戦
闘
に
一
応
勝
利
し
た
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦

争
で
の
苦
境
が
ア
メ
リ
カ
国
民
に
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
国
民
の
間
で
、
反
戦
気
運
が
一
気
に
高
ま
る
。
特
に
知
識

人
や
学
生
た
ち
の
間
で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
が
起
こ
り
、
学
生
た
ち
は
即
時
撤
退
を
要
求
し
て
い
く
。
一
九
六
八
年
は
ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
挙
の
年
で
あ
っ
た
が
、
三
月
三
一
日
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
大
統
領
選
挙
へ
の
不
出
馬
を
表
明
し
た
。
同
時
に
、
一
方
的

な
北
爆
の
部
分
的
停
止
と
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
和
平
交
渉
を
呼
び
か
け
た
。
一
九
六
八
年
末
の
段
階
で
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
派
遣
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
五
三
万
六
〇
〇
〇
人
に
達
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
勝
利
は
な
か
な
か
実
現
せ
ず
、
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戦
争
は
〝
泥
沼
化
〞
の
様
相
を
呈
し
て
い
く
（L

ogevall, 2010: 295

-298; L
atham

, 2010: 275

-277; C
hapm

an, 2014: 111

-

113; 

高
松
、
一
九
九
八：

一
七
七
│

一
七
九；

S
im
pson, 2013

）。
対
立
す
る
ソ
連
と
中
国
は
そ
れ
ぞ
れ
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
軍
事

支
援
を
強
化
し
た
（L

atham
, 2010: 274; M

itter, 2013: 131

-132

）。

（
３
）
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
泥
沼
化
と
ア
メ
リ
カ
の
撤
退

こ
う
し
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
泥
沼
化
に
と
も
な
い
、「
い
か
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
す
る
か
」
が
ア
メ
リ
カ
外
交
に
と
っ
て
緊

急
の
課
題
と
な
っ
た
。
一
九
六
八
年
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
、
共
和
党
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
候
補
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て

「
戦
争
終
結
の
秘
密
の
プ
ラ
ン
」
が
あ
る
と
ア
メ
リ
カ
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
大
統
領
選
挙
に
勝
利
し
た
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
撤
退
案

は
明
ら
か
に
し
て
い
な
か
っ
た
（L

ogevall, 2010: 298

-302; L
atham

, 2010: 275

-277; C
hapm

an, 2014: 113

-114; 

宇
佐
美
、

一
九
九
八：

一
八
二
）。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
は
、
一
九
六
九
年
の
時
点
で
、「
一
九
四
五
年
後
の
二
〇
年
間
、
わ
れ
わ

れ
の
国
際
的
な
活
動
は
、
経
営
技
術
と
科
学
技
術
が
国
際
シ
ス
テ
ム
を
再
形
成
し
、『
新
興
国
』
で
国
内
変
革
を
も
た
ら
す
能
力
を
わ
れ

わ
れ
に
与
え
る
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
き
た
」
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
脱
植
民
地
化
を
念
頭
に
、「
政
治
的
な
多
極
は
、
ア
メ

リ
カ
の
デ
ザ
イ
ン
を
押
し
つ
け
る
こ
と
を
不
可
能
と
し
て
き
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
も
、「
わ
れ
わ
れ
は

新
し
い
時
代
に
生
き
て
い
る
た
め
、
古
い
制
度
の
多
く
が
時
代
遅
れ
と
な
り
、
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る

（Irvin, 2014: 102

）。

一
九
六
九
年
七
月
二
五
日
の
「
グ
ア
ム
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
な
い
し
「
ニ
ク
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
以
降
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
ア
ジ
ア

か
ら
の
撤
退
を
模
索
し
つ
つ
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
を
訓
練
し
、
戦
闘
を
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
に
肩
代
わ
り
さ
せ
て
い
く
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
化
」

を
図
り
な
が
ら
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
撤
退
も
段
階
的
に
進
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
和
平
交
渉
を
進
め
る
一
方
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で
、
軍
事
的
な
圧
力
は
む
し
ろ
強
化
し
て
い
っ
た
。
実
際
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
補
給
ル
ー
ト
を
断
絶
さ
せ
る
た

め
、
隣
国
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
に
侵
攻
し
、
大
規
模
な
北
爆
も
実
施
し
て
い
る
（L

ogevall, 2010: 298

-302; L
atham

, 2010:

275

-277; C
hapm

an, 2014: 113

-114; 

宇
佐
美
、
一
九
九
八：

一
八
二
│

一
八
三
）。

ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
「
名
誉
あ
る
撤
退
」
を
実
現
す
る
た
め
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
背
後
で
支
援
す
る
中
国
と
ソ

連
と
の
関
係
改
善
を
図
っ
た
。
一
九
七
二
年
二
月
二
一
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
の
米
中
和
解
を
足
上
が
り
に
、
同
年
五
月
二
二
日
に

は
米
ソ
間
で
緊
張
緩
和
（détente

）
を
実
現
し
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
国
際
的
に
孤
立
さ
せ
る
戦
略
的
な
外
交
を
展
開
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
有
利
な
米
中
ソ
の
三
角
関
係
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
（Irvin, 2014: 102; S

chulzinger, 2010

）。
こ
う
し
て
、
一
九
七
三
年
一

月
二
七
日
に
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
」
が
調
印
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
は
同
年
三
月
末
ま
で
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
し
た
（L

ogevall,

2010: 298

-302; C
hapm

an, 2014: 113
-114; 

宇
佐
美
、
一
九
九
八：

一
八
三
│

一
八
八；

石
井
、
二
〇
一
五；

S
im
pson, 2013

）。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
が
経
験
し
た
中
で
最
も
長
い
戦
争
と
な
り
、
は
じ
め
て
の
〝
敗
北
〞
と
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦

争
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
外
交
に
大
き
な
影
響
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
ア
メ
リ
カ
軍
死
者
は
、
五

万
八
〇
〇
〇
名
を
越
え
、
戦
費
は
一
兆
五
〇
〇
〇
億
ド
ル
以
上
も
か
か
り
、
使
用
爆
撃
量
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
二
倍
に
も
達
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
敗
北
し
た
（L

ogevall, 2010: 302

-304; C
hapm

an, 2014: 114

-115

）。

ア
メ
リ
カ
は
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
下
で
、
中
ソ
両
国
へ
の
接
近
を
図
り
、
な
る
べ
く
「
名
誉
あ
る
撤
退
」
を
実
現
し
た
が
、
一
九
七

五
年
四
月
三
〇
日
以
降
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
三
カ
国
が
共
産
化
し
て
し
ま
う
。
こ
の
時
、
フ
ォ
ー

ド
政
権
は
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
支
援
し
よ
う
と
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
議
会
が
こ
の
動
き
に
反
対
し
た
。
ア
メ
リ
カ
議
会
は
そ
れ
ま
で
に
、

対
外
政
策
の
分
野
で
「
復
権
（resurgence

）」
の
動
き
を
見
せ
、
ト
ン
キ
ン
湾
決
議
を
取
り
消
し
、
一
九
七
三
年
一
一
月
七
日
に
は
戦

争
権
限
決
議
（
Ｗ
Ｐ
Ｒ
）
を
採
択
し
て
、
大
統
領
の
戦
争
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
た
（
島
村
、
二
〇
一
八：

一
一
八
）。
し
か

し
、
優
れ
て
リ
ア
リ
ズ
ム
の
感
覚
を
持
つ
ニ
ク
ソ
ン
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
軍
の
撤
退
か
ら
ヴ
ェ
ト
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ナ
ム
統
一
ま
で
に
「
然
る
べ
き
間
隔
（decent

interval

）」
を
作
り
出
せ
れ
ば
い
い
、
と
判
断
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ
外
交
に
と
っ
て
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
よ
う
な
長
い
戦
争
、
戦
争
の
泥
沼
化
を
回

避
す
る
こ
と
が
至
上
命
題
と
な
っ
た
。「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
症
候
群
）」
で
あ
る
。「
第
二
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
」
を
回
避
す
る

た
め
に
、「
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
や
「
パ
ウ
エ
ル
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
は
、
大
量
の
ハ

イ
テ
ク
の
軍
事
力
を
一
気
に
投
入
す
る
こ
と
や
、
事
前
に
ア
メ
リ
カ
議
会
や
世
論
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
、
あ
ら
か
じ
め
「
出
口
戦

略
（exit

strategy
）」
を
描
い
て
お
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
戦
争
に
は
慎
重
に
踏
み
切
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
く
（L

ogevall,

2010: 302

-304; C
hapm

an, 2014: 114

-115; 

松
岡
、
二
〇
〇
三：

第
六
章；

二
〇
〇
一
）。

七
　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
国
内
冷
戦

第
三
世
界
全
体
に
お
け
る
数
十
も
の
新
し
い
独
立
国
の
誕
生
を
推
し
進
め
た
の
は
、
時
に
は
流
血
の
事
態
や
紛
争
に
よ
っ
て
彩
ら

れ
た
脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
興
国
の
誕
生
と
脱
植
民
地
化
と
い
う
二
つ
の
事
象
は
、
た
ま
た
ま
冷
戦
と
時
期

的
に
重
な
り
合
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
冷
戦
の
影
響
を
大
き
く
受
け
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
…
冷
戦
と
い
う
圧
力

は
、
植
民
地
主
義
か
ら
独
立
へ
と
移
行
す
る
動
き
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
冷
戦

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
は
、
植
民
地
紛
争
の
ケ
ー
ス
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
が
、
超
大
国
間
の
冷
戦
は

常
に
重
要
な
外
部
変
数
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（M

cM
ahon, 2003: 106

）。

マ
ク
マ
ン
は
、
こ
う
し
た
指
摘
に
続
い
て
、
第
三
世
界
に
お
け
る
国
内
冷
戦
の
諸
相
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
通
り
、
指
摘
す

る
。「
冷
戦
が
そ
の
過
程
に
与
え
た
多
面
的
な
影
響
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
検
証
し
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
脱
植
民
地
化
の
歴
史
も
不
十
分
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な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
脱
植
民
地
化
の
幕
開
け
と
な
っ
た
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
の
南
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
の
解
放
運
動
か
ら
、
脱
植
民
地
化
時
代
の
終
わ
り
を
告
げ
た
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
半
ば
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
統
治
に
対
す

る
ア
フ
リ
カ
人
の
抵
抗
運
動
ま
で
の
、
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
」（M

cM
ahon, 2003: 106

）。

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
の
大
部
分
、
そ
し
て
カ
リ
ブ
海
地
域
の
一
部
に
お
い
て
見
ら
れ
た
植
民
地
主
義
後
の
新
国
家
の
形
成

も
ま
た
、
冷
戦
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
新
国
家
の
形
態
、
結
束
や
活
力
、
各
国
の
国
内
政
治
に
お
け
る
権
力
配

置
、
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た
り
、
威
信
を
獲
得
し
た
り
す
る
能
力
、
経
済
開
発
に
お
け
る
優
先
課
題
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
資

源
や
資
本
、
技
術
支
援
を
外
部
か
ら
確
保
し
た
り
、
あ
る
い
は
国
防
上
の
必
要
性
を
満
た
す
た
め
の
軍
事
支
援
を
勝
ち
取
っ
た
り
す

る
た
め
の
指
導
者
の
能
力
。
こ
う
し
た
す
べ
て
の
要
素
に
冷
戦
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
脱
植
民
地
化
の
歴
史
と
同
じ
よ

う
に
、
冷
戦
と
い
う
外
部
変
数
に
つ
い
て
慎
重
か
つ
体
系
的
に
注
目
せ
ず
し
て
、
第
三
世
界
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
家

形
成
の
歴
史
を
記
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
（M

cM
ahon, 2003: 106

-107

）。

「
冷
戦
は
、
野
心
に
燃
え
る
第
三
世
界
の
指
導
者
た
ち
を
、
課
題
や
挑
戦
、
そ
し
て
チ
ャ
ン
ス
が
絡
ま
り
合
っ
た
複
雑
な
状
況
の
な

か
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
」
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
マ
ク
マ
ン
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
上
で
、「
極
端

な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
第
三
世
界
の
指
導
者
た
ち
は
、
反
共
主
義
者
と
し
て
の
信
念
や
、（
急
進
的
で
は
な
く
）
穏
健
な
政
治
的
態
度
、

な
い
し
は
親
西
側
的
な
姿
勢
を
示
し
た
り
宣
言
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
の
反
対
に
、
革

命
的
な
姿
勢
や
反
西
側
色
を
強
め
る
こ
と
で
ソ
連
ま
た
は
中
国
の
支
持
を
勝
ち
獲
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る

（M
cM
ahon, 2003: 107

-108

）。

「
い
く
つ
か
の
国
は
、
公
式
に
西
側
に
関
与
す
る
こ
と
が
国
内
政
治
上
の
重
要
な
要
請
を
満
た
す
上
で
最
適
の
選
択
だ
と
考
え
て
、
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積
極
的
に
ア
メ
リ
カ
と
の
提
携
を
模
索
し
た
」。
た
と
え
ば
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
タ
イ
で
あ
る
。「
西
側
と
の
提
携
を
選
択
し
た
第
三
世
界

の
国
々
に
つ
い
て
言
え
ば
、
概
し
て
、
次
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
国
々
が
西
側
と
の
提
携
を
選
ん
だ
の
は
、

共
産
主
義
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
で
は
な
く
、
国
内
政
治
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
そ
の
後
各
国
の
国

内
情
勢
の
展
開
は
、
西
側
と
の
提
携
関
係
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
か
な
り
顕
著
な
形

で
示
し
た
事
例
だ
け
を
見
て
も
、
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ト
ル
コ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
、
韓

国
、
タ
イ
と
い
っ
た
非
常
に
多
く
の
国
で
、
公
式
ま
た
非
公
式
な
同
盟
関
係
を
西
側
と
結
ぶ
と
い
う
指
導
者
の
決
定
が
、
国
内
の
優
先

課
題
や
利
用
可
能
な
資
源
、
国
内
の
政
治
勢
力
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
い
う
（M

cM
ahon,

2003: 109

-110

）。

マ
ク
マ
ン
は
、
第
三
世
界
と
非
同
盟
運
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
、
指
摘
す
る
。

一
部
の
第
三
世
界
の
指
導
者
た
ち
の
目
に
は
、
慎
重
に
練
ら
れ
た
非
同
盟
戦
略
は
非
常
に
魅
力
的
な
も
の
に
映
っ
た
。
彼
ら
は
、

東
西
ど
ち
ら
か
へ
の
公
式
関
与
を
控
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
重
要
な
国
家
目
標
を
よ
り
効
果
的
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
、
エ
ジ
プ
ト
の
ガ
マ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ナ

セ
ル
、
ガ
ー
ナ
の
ク
ワ
メ
・
エ
ン
ク
ル
マ
、
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ー
ル
・
ネ
ル
ー
は
意
識
的
に
、
東
西
両
陣
営
か
ら
独
立
し
た

立
場
を
保
と
う
と
し
た
（M

cM
ahon, 2003: 110

）。

ネ
ル
ー
は
、「
外
交
関
係
が
わ
れ
わ
れ
の
手
か
ら
離
れ
て
、
他
者
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
独
立
性
を
失

う
の
だ
」
と
警
告
し
て
い
た
と
い
う
（M

cM
ahon, 2003: 110

）。

さ
ら
に
、
以
下
の
通
り
、
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
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「
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
第
三
世
界
の
国
々
や
政
治
指
導
者
が
、
能
動
的
な
主
体
性
を
発
揮
し
た
と
い
う
事
実
を

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
世
界
の
指
導
者
た
ち
は
、
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
損
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、

彼
ら
の
時
代
の
国
際
社
会
を
支
配
し
て
い
た
冷
戦
と
い
う
現
実
を
利
用
し
、
ま
た
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
努
め
た
。
し
か
し
同
時

に
、
冷
戦
が
第
三
世
界
の
国
民
と
社
会
に
も
た
ら
し
た
事
態
の
多
く
が
、
現
地
の
政
府
や
人
々
に
と
っ
て
は
予
期
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
や
、
彼
ら
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
関
連
で
、
早
く
も
一
九
五

〇
年
代
に
は
、
第
三
世
界
は
冷
戦
の
主
戦
場
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
も
改
め
て
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
朝
鮮
、

コ
ン
ゴ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
と
い
っ
た
地
域
で
は
、
現
地
に
そ
の
発
生
原
因
が
あ
る
紛
争

が
急
速
に
大
き
な
コ
ス
ト
を
と
も
な
う
も
の
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
冷
戦
が
そ
こ
に
重
な
り
合
う
形
で
展
開
し
た
た
め

で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
世
界
で
燃
え
上
が
っ
た
戦
争
の
死
者
の
う
ち
、
推
定
二
〇
〇
〇
万
人
は
第
三
世

界
の
紛
争
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
紛
争
の
大
部
分
が
、
少
な
く
と
も
間
接
的
に
は
、
冷
戦
と
つ
な
が
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」（M

cM
ahon, 2003: 111

）。

八
　
デ
タ
ン
ト
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス

一
九
七
〇
年
代
は
、
米
ソ
間
で
ハ
イ
・
デ
タ
ン
ト
が
成
立
し
、
意
外
と
早
く
崩
壊
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。
他
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
デ
タ
ン
ト
は
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
継
続
し
て
い
く
。「
モ
ス
ク
ワ
会
談
か
ら
生
ま
れ
た
大
き
な
期
待
に
デ
タ
ン
ト
が
応
じ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
超
大
国
の
行
動
に
関
す
る
『
基
本
原
則
宣
言
』
と
い
う
荘
厳
な
誓
約
は
、
中
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
繰

り
返
さ
れ
る
米
ソ
間
の
利
害
対
立
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
三
世
界
で
続
い
た
米
ソ
対
立
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お

け
る
デ
タ
ン
ト
へ
の
支
持
を
侵
食
し
て
い
っ
た
」
と
マ
ク
マ
ン
は
指
摘
す
る
（M

cM
ahon, 2003: 113

）。
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一
九
七
〇
年
代
の
米
ソ
間
の
デ
タ
ン
ト
を
意
外
と
早
く
崩
壊
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
が
、
デ
タ
ン
ト
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
国
民
の
支
持

が
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
米
ソ
両
国
が
異
な
る
デ
タ
ン
ト
観
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ソ
連
が
第

三
世
界
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
）
で
革
命
を
後
押
し
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
を
積
極
的
に
展
開
し
た
結
果
、
ア
メ
リ
カ
側
に
幻
滅

が
広
が
り
、
反
デ
タ
ン
ト
の
保
守
派
の
勢
力
を
勢
い
づ
け
て
し
ま
っ
た
。

「
保
守
的
な
批
判
勢
力
―
そ
の
多
く
は
、
共
産
主
義
に
対
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
反
感
や
、
ソ
連
国
家
に
対
す
る
根
本
的
な
不
信

感
を
一
度
と
し
て
弱
め
た
こ
と
は
な
か
っ
た
―
は
、
ソ
連
の
国
策
が
拡
張
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
デ
タ
ン
ト

は
そ
れ
に
正
統
性
を
付
与
す
る
も
の
で
し
か
な
い
と
非
難
し
た
。
デ
タ
ン
ト
は
宥
和
政
策
と
同
じ
だ
と
い
う
、
挑
発
的
な
見
方
を
す
る

者
す
ら
現
れ
た
。
　
…
ま
す
ま
す
増
大
す
る
デ
タ
ン
ト
批
判
派
に
屈
服
す
る
形
で
、
一
九
七
六
年
に
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は
、
自
身
の
政

権
に
デ
タ
ン
ト
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
を
や
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
」
と
マ
ク
マ
ン
は
指
摘
す
る
（M

cM
ahon, 2003: 133

）。

「
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
議
論
を
巻
き
起
こ
し
、
ま
た
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
国
際
紛
争
の
一
つ
で
あ
っ
た
ア
ン
ゴ
ラ
情
勢
も
、
デ

タ
ン
ト
の
さ
ら
な
る
悪
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
あ
っ
た
ア
ン
ゴ
ラ
は
一
九
七
五
年
一
一
月
に
独
立
を
果
た
し

た
が
、
そ
の
直
後
、
対
立
す
る
三
つ
の
勢
力
間
で
の
内
戦
が
勃
発
し
た
。
ア
メ
リ
カ
（
お
よ
び
中
国
）
が
秘
密
裏
に
支
援
し
て
い
た
穏

健
な
新
西
側
勢
力
と
戦
闘
を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
が
、
左
派
の
ア
ン
ゴ
ラ
解
放
人
民
運
動
（
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ａ
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｓ

を
キ
ュ
ー
バ
軍
が
支
援
し
た
こ
と
で
、
事
態
は
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
代
理
戦
争
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
も
指
摘
さ
れ

る
（M

cM
ahon, 2003: 135

-136

）。

「
地
政
学
を
信
奉
す
る
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
ア
ン
ゴ
ラ
紛
争
は
東
西
関
係
の
文
脈
で
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
た
。
す

な
わ
ち
、
ア
ン
ゴ
ラ
紛
争
は
米
ソ
の
意
志
と
覚
悟
の
試
金
石
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味
を
持
ち
う
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
ニ
ク
ソ
ン
の
辞
任
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の
敗
北
、
帝
王
的
大
統
領
に
対
す
る
議
会
の
攻
撃
と
い
っ
た
、
諸
々
の
影
響
が
積
み
重
な
っ

た
結
果
、
ソ
連
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
力
は
大
幅
に
落
ち
て
い
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
に
は
望
ま
し
か
ら
ぬ
結
論
に
達
す
る
か
も
し
れ
な
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い
。
ア
ン
ゴ
ラ
情
勢
は
、
こ
う
し
た
ソ
連
の
対
米
認
識
を
左
右
す
る
試
金
石
だ
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
考
え
た
の
で
あ
る
」
と
マ
ク
マ

ン
は
指
摘
す
る
（M

cM
ahon, 2003: 136

）。

「
フ
ォ
ー
ド
政
権
は
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
親
米
勢
力
に
対
す
る
秘
密
支
援
を
強
化
す
る
よ
う
議
会
に
要
請
し
た
が
、
こ
れ
は
失
敗
に
終
わ
っ

た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
抜
け
出
し
て
ま
も
な
く
、
再
び
第
三
世
界
に
介
入
す
る
と
い
う
政
府
の
考
え
を
、
議
員
た
ち
は
嫌
悪
し
て
い
た
」

と
も
指
摘
さ
れ
る
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、「
ア
ン
ゴ
ラ
の
よ
う
な
事
態
が
さ
ら
に
発
生
す
れ
ば
」、「（
デ
タ
ン
ト
の
）
継
続
は
困
難
で

し
ょ
う
」
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
警
告
し
て
い
た
と
い
う
。「
米
ソ
の
雪
解
け
を
批
判
す
る
保
守
派
に
と
っ
て
、
ア
ン
ゴ
ラ
情
勢
は
、
デ

タ
ン
ト
は
依
然
と
し
て
拡
張
主
義
的
な
ソ
連
を
一
方
的
に
利
す
る
も
の
だ
と
い
う
彼
ら
の
見
方
に
、
さ
ら
な
る
裏
づ
け
を
与
え
る
も
の

で
あ
っ
た
」
と
マ
ク
マ
ン
は
指
摘
す
る
（M
cM
ahon, 2003: 136

）。

一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
保
守
派
に
よ
る
デ
タ
ン
ト
批
判
派
さ
ら
に
激
し
さ
を
増
し
た
。
反
デ
タ
ン
ト
勢
力
は
、

た
と
え
ば
、
民
主
党
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
上
院
議
員
や
「
現
在
の
危
機
に
関
す
る
委
員
会
（C

om
m
ittee

on
the
P
resent

D
anger

）」
の

ニ
ッ
ツ
ェ
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ソ
連
の
意
図
に
つ
い
て
根
強
い
不
信
感
を
持
ち
、
ソ
連
の
通
常
戦
力
お
よ
び
核
戦
力
の
向
上
に
対
し

て
も
強
い
警
戒
心
を
抱
い
て
い
た
。
反
デ
タ
ン
ト
が
ま
ず
そ
の
批
判
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
第
三
世
界
で
の
ソ
連
の
冒
険
主
義
的
な

行
動
パ
タ
ー
ン
が
続
い
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
、
批
判
の
根
拠
と
し
た
の
は
、
軍
備
管
理
交
渉
が
深
刻
な
欠
陥
を
抱
え
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（M

cM
ahon, 2003: 136

）。

「
興
味
深
い
こ
と
に
、
年
齢
を
重
ね
つ
つ
あ
っ
た
ソ
連
政
府
の
指
導
者
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
目
に
自
ら
の
行
動
が
ど
れ
ほ
ど

挑
発
的
な
も
の
と
映
っ
て
い
る
か
が
理
解
で
き
ず
、
ま
た
そ
の
行
動
が
ア
メ
リ
カ
国
内
の
反
デ
タ
ン
ト
派
に
有
利
に
作
用
し
、
そ
の
結

果
、
デ
タ
ン
ト
の
崩
壊
を
早
め
て
い
る
こ
と
も
認
識
で
き
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
中
東
に
お

け
る
ソ
連
の
積
極
的
な
行
動
は
、
た
し
か
に
、
そ
れ
ま
で
と
比
べ
て
は
る
か
に
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が

無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
あ
っ
た
」
と
マ
ク
マ
ン
は
指
摘
す
る
（M

cM
ahon, 2003: 13

）。
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「
ア
ン
ゴ
ラ
介
入
が
成
功
し
た
こ
と
で
、
一
九
七
六
年
二
月
に
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ａ
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
こ
と
に
気
を
良
く
し
た
ソ
連
は
、
そ

の
翌
年
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の
左
派
政
権
へ
の
武
器
供
与
を
開
始
し
た
。
一
九
七
八
年
初
頭
に
は
、
戦
略
的
に
重
要
な

オ
ガ
デ
ン
半
島
を
め
ぐ
る
戦
闘
に
お
い
て
、
ソ
連
か
ら
支
援
と
輸
送
で
の
援
助
を
受
け
て
い
た
キ
ュ
ー
バ
軍
が
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
す

る
ソ
マ
リ
ア
軍
に
圧
勝
し
た
」
と
い
う
（M

cM
ahon, 2003: 139

）。

マ
ク
マ
ン
は
、
ウ
ェ
ス
タ
ッ
ド
の
言
葉
を
以
下
の
通
り
、
引
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
は
「
社
会
主
義
と
ソ
連
モ
デ
ル
に
対
し
て

忠
誠
を
誓
っ
た
新
し
い
革
命
政
府
へ
の
支
援
」
を
自
ら
の
「
国
際
的
な
責
務
」
と
考
え
て
い
た
だ
け
で
な
く
、「
内
部
矛
盾
の
顕
在
化
を

速
め
、
資
本
主
義
世
界
の
最
終
的
崩
壊
を
促
す
好
機
」
で
あ
る
、
と
捉
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
野
心
お
よ
び
行
動
と
、
そ
れ

と
並
行
し
て
ソ
連
が
抱
い
て
い
た
、
建
設
的
で
相
互
に
有
益
な
関
係
を
ア
メ
リ
カ
と
築
き
た
い
と
い
う
望
み
を
、
調
和
さ
せ
る
こ
と
は

不
可
解
で
あ
っ
た
（M

cM
ahon, 2003: 139

）。

長
年
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
独
裁
者
ア
ナ
ス
タ
シ
オ
・
ソ
モ
サ
・
デ
バ
イ
レ
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン

主
義
者
が
主
導
し
、
キ
ュ
ー
バ
と
も
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
解
放
運
動
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
た
。
反
西
側
的
な

革
命
勢
力
の
台
頭
を
恐
れ
て
い
た
人
々
の
不
安
を
さ
ら
に
煽
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
イ
ラ
ン
で
発
生
し
て
い
た
（M

cM
ahon,

2003: 140

）。
デ
タ
ン
ト
に
最
終
的
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
は
、
一
九
七
九
年
一
二
月
二
四
日
か
ら
の
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

で
あ
っ
た
。
ド
ブ
ル
イ
ニ
ン
駐
米
ソ
連
大
使
は
そ
の
回
顧
録
の
な
か
で
、「
全
体
的
に
見
た
場
合
、
あ
る
程
度
ま
で
デ
タ
ン
ト
は
、
第
三

世
界
に
お
け
る
米
ソ
対
立
の
戦
場
に
葬
ら
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（M

cM
ahon, 2003: 141

-142

）。

九
　
脱
植
民
地
化
と
冷
戦
の
終
結

狭
義
の
「
脱
植
民
地
化
」
の
波
は
、
一
九
四
六
年
七
月
四
日
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
皮
切
り
と
し
て
、
一
九
四
七
年
八
月
一
五
日
の
イ
ン
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ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
独
立
と
一
九
四
八
年
五
月
一
四
日
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
、
八
月
一
五
日
の
大
韓
民
国
（
韓
国
）
と
九
月
九
日
の

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
建
国
を
経
て
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
脱
植
民
地
化
の
機
運
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
特

に
一
九
六
〇
年
は
一
七
カ
国
が
独
立
す
る
「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
と
な
っ
た
。
本
稿
の
冒
頭
で
見
た
通
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
一
九
六
〇
年
二
月
三
日
に
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
を
訪
問
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
首
相

が
、
ア
フ
リ
カ
の
民
族
意
識
に
強
烈
な
印
象
を
受
け
つ
つ
、「
こ
の
（
ア
フ
リ
カ
）
大
陸
に
吹
い
て
い
る
変
化
の
風
」
を
承
認
せ
ざ
る
を

得
な
い
、
と
声
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
好
む
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
は
政

治
的
な
事
実
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
こ
と
を
事
実
と
し
て
す
べ
て
受
け
容
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
国
家
の
政
策
に
お
い
て
も

考
慮
に
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
で
指
摘
し
た
。
ま
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、「
私
の
理
解
で
は
、
こ
の
二
〇
世
紀
後
半
の
大

き
な
問
題
は
、
立
場
を
ま
だ
決
め
て
い
な
い
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
人
々
が
東
側
に
与
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
西
側
に
与
す
る
の
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
彼
ら
は
共
産
主
義
の
陣
営
に
与
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
あ
る
い
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
現
在
、
自
決
の
偉

大
な
経
験
が
成
功
裏
に
進
行
し
て
い
る
が
、
均
衡
は
自
由
と
秩
序
に
有
利
な
方
向
へ
と
傾
い
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
も
指
摘
し

て
い
る
（Irvin, 2014: 98; H
em
m
ing, 1996; F

raser, 2013: 475; H
yam
, 2006: ch. 4; O

vendale, 1995; Y
aqub, 2013; 

佐
々

木
、
一
九
九
八
、
三
八
四
頁；

前
川
、
二
〇
一
三
）。

植
民
地
の
維
持
が
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
困
難
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
植
民
地
独
立
の
促
進
を
比
較
的
に
早
い

段
階
で
基
本
方
針
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
ケ
ニ
ア
や
中
央
ア
フ
リ
カ
、
南
ロ
ー
デ
シ
ア
な
ど
イ
ギ
リ
ス
人
入
植
者
が
少
数
者
な
が
ら
支

配
層
を
形
成
し
て
い
た
地
域
や
、
キ
プ
ロ
ス
や
マ
ル
タ
な
ど
戦
略
的
な
重
要
地
域
と
目
さ
れ
た
地
域
で
は
複
雑
で
困
難
な
経
緯
を
辿
っ

た
が
、
一
九
五
七
年
三
月
の
ガ
ー
ナ
、
同
年
八
月
の
マ
ラ
ヤ
に
続
い
て
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
に
ア
フ
リ
カ
、
西
イ
ン

ド
、
太
平
洋
の
一
三
の
植
民
地
が
相
次
い
で
独
立
し
た
。
冷
戦
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
を
容
認
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
（P

erkins, 1986: 48

-49; R
eynolds, 1986: 30; 2000: ch. 3; S

m
ith, 2012;
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1945年以降のアフリカとアジアの脱植民地化
注：記載年は独立した年。
出典：Bradley(2010：478)に筆者加筆。



Irvin, 2014; O
rde, 1996: ch. 6; B

radley, 2010; H
anrieder

and
A
uton, 1980: chs. 7, 11; F

raser, 2013; D
uara, 2013;

永
野
、
二
〇
〇
一；

佐
々
木
、
一
九
九
八：

三
八
四
│

三
八
五；

半
澤
、
二
〇
〇
一；

二
〇
〇
五；

二
〇
〇
七；

細
谷
、
二
〇
〇
六；

篠
崎
、
二
〇
一
一
）。

一
九
六
〇
年
代
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
代
に
は
、
修
正
主
義
（revisionist

）
や
「
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
」
の
ア
メ
リ
カ
外
交
史
家
た
ち

が
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
膨
張
、
ア
メ
リ
カ
外
交
の
帝
国
主
義
的
拡
張
を
問
題
視
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら
は
、
東
ア

ジ
ア
地
域
に
限
定
せ
ず
に
、「
門
戸
開
放
（open

door

）」
と
い
う
概
念
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
使
っ
た
（
こ
れ
に
対
し
て
、
正
統
学

派
の
ア
メ
リ
カ
外
交
史
家
た
ち
は
、
ソ
連
帝
国
の
膨
張
を
問
題
視
し
た
）。
ポ
ス
ト
修
正
主
義
の
ギ
ャ
デ
ィ
ス
も
、
冷
戦
後
の
一
九
九
七

年
の
『
歴
史
と
し
て
の
冷
戦
』
で
、
冷
戦
を
米
ソ
二
つ
の
「
帝
国
」
の
相
克
と
し
て
描
い
た
（G

addis,1998

）。
冷
戦
が
終
結
し
、
ソ

連
邦
が
崩
壊
し
た
結
果
、
ソ
連
邦
が
「
公
式
の
帝
国
」
で
「
陸
の
帝
国
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
再
認
識
さ
れ
、
他
方
で
、
ア
メ
リ

カ
に
つ
い
て
も
、「
非
公
式
の
帝
国
」
な
い
し
「
植
民
地
な
き
帝
国
」
と
い
う
側
面
に
注
目
が
集
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（B

arkey
and

H
agen

eds., 1997

）。
し
か
し
、
帝
国
主
義
世
界
体
制
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
期
を
除
い
て
、
ア
メ
リ
カ
を
「
帝
国
」
を
呼
ぶ
こ
と

は
稀
で
あ
っ
た
。

一
九
六
八
年
一
月
に
労
働
党
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
下
の
イ
ギ
リ
ス
が
、
ス
エ
ズ
以
東
か
ら
の
撤
退
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
戦
争
を
戦
う
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
、
最
悪
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
（H

yam
, 2016: ch. 5; L

ouis, 2006: ch. 21; 

木
畑
、
二
〇

〇
六
）。
し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
強
い
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
を
拒
否

し
続
け
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
和
平
を
模
索
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
を
快
く
思
わ
な

か
っ
た
（
水
本
、
二
〇
〇
九：

二
〇
五
│

二
〇
六；

秋
田
、
二
〇
一
二：
二
四
五
│

二
四
八
）。

一
九
七
〇
年
代
前
半
に
は
、
国
連
な
ど
を
舞
台
と
し
て
、
第
三
世
界
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
国
々
が
一
致
団
結
し
、「
新
国
際
経

済
秩
序
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｏ
）」
の
構
築
を
訴
え
、
南
北
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
強
く
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
は
、
デ
タ
ン
ト
の
時
期
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で
、
東
西
関
係
は
よ
り
改
善
し
た
方
向
へ
向
か
っ
た
が
、
南
北
問
題
は
よ
り
深
刻
化
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

一
九
七
一
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
イ
ン
ド
洋
上
の
デ
ィ
エ
ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
を
貸
し
つ
け
た
。
そ
の
見
返
り
に
、
イ
ギ

リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
潜
水
艦
発
射
の
ポ
ラ
リ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
を
低
コ
ス
ト
で
獲
得
し
た
（F

raser, 2013: 477

）。

そ
の
後
も
、
植
民
地
支
配
に
固
執
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
が
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
独
立
し
た
（L

loyd-Jones
and

P
into, eds., 2003; S

chm
idt, 2013: 274

-277; F
raser, 2013: 476

）。
す
で
に
見
た
通
り
、
ア
フ
リ
カ
の
ア
ン
ゴ
ラ
は
、
東
西
対

立
の
代
理
戦
争
の
様
相
を
呈
し
た
。

こ
う
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
の
「
海
の
帝
国
」
は
解
体
し
て
い
っ
た
。
歴
史
家
の
ウ
ェ
ス
タ
ッ

ド
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
は
ほ
ぼ
完
了
し
た
脱
植
民
地
化
の
流
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
は

二
つ
の
異
な
る
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
時
点
で
、
こ
う
し
た
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
は
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。

一
方
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
リ
ー
ト
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民
地
帝
国
の
解
体
を
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
、
経
済
的
自
由
の
理
念
を
拡

張
す
る
機
会
を
与
え
る
も
の
と
し
て
歓
迎
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
二
つ
の
大
戦
を
経
て
そ
の
地
位
を
大
き
く
衰
退
さ
せ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
エ
リ
ー
ト
が
、
国
内
社
会
の
改
良
と
共
産
主
義
に
対
す
る
防
衛
に
専
念
で
き
る
こ
と
を
も
意
味
し
た
。
　
…
脱
植
民
地
化
に
よ

っ
て
、
第
三
世
界
の
将
来
の
進
路
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
の
責
任
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
脱
植

民
地
化
に
よ
っ
て
第
三
世
界
で
集
団
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
優
位
に
立
つ
と
い
う
脅
威
も
増
大
し
て
い
た
。
中
国
共
産
主
義
革
命
、

ア
メ
リ
カ
支
援
の
下
に
戦
わ
れ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
マ
ラ
ヤ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
対
共
産
ゲ
リ
ラ
戦
争
、
独
立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
各
政
権
の
急
進
性
、
さ
ら
に
は
グ
ァ
テ
マ
ラ
や
イ
ラ
ン
に
お
け
る
介
入
の
成
功
で
さ
え
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政

権
に
、
第
三
世
界
は
民
主
主
義
を
受
け
容
れ
る
準
備
が
で
き
て
い
な
い
と
確
信
さ
せ
た
（W

estad, 2007: 26

-27

）。
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そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
が
南
ア
フ
リ
カ
地
域
で
少
数
派
の
白
人
に
よ
る
統
治
を
支
持
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九

八
〇
年
四
月
一
八
日
に
は
、
ロ
ー
デ
シ
ア
が
ジ
ン
バ
ブ
エ
と
し
て
独
立
し
た
（S

chm
idt, 2013: 272

-282; S
aunders

and
O
nslow

,

2010: 234
-238; T

am
arkin, 1990; F

raser, 2013: 478

）。
一
九
八
九
年
八
月
か
ら
の
「
東
欧
革
命
」
は
、
ソ
連
の
勢
力
圏
で
あ
っ

た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
共
産
主
義
政
権
が
市
民
の
手
で
倒
さ
れ
、
ソ
連
の
「
非
公
式
の
帝
国
」
が
事
実
上
、
崩
壊
し
た
こ
と
を
意
味

し
た
（
軍
事
同
盟
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
は
、
一
九
九
一
年
七
月
一
日
に
解
体
し
た
）。
冷
戦
の
終
結
の
始
ま
り
で
あ
る
（
一
九
九
〇

年
一
〇
月
三
日
の
ド
イ
ツ
再
統
一
で
冷
戦
は
終
結
す
る
）。
一
九
九
〇
年
三
月
二
一
日
に
は
、
ナ
ミ
ビ
ア
が
独
立
し
て
い
る
（S

aunders

and
O
nslow

, 2010: 238
-243; S

hultz, 1993; S
chm
idt, 2013: 278

-280; F
raser, 2013: 478

）。
一
九
九
一
年
一
二
月
二
五
日

に
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
版
図
を
ほ
ぼ
継
承
し
て
い
た
「
陸
の
帝
国
」
と
し
て
の
ソ
連
邦
が
崩
壊
し
、「
公
式
の
帝
国
の
時
代
」
は
ほ
ぼ
終
焉

し
た
の
で
あ
る
（B

arkey
and
H
agen, eds., 1997; K

upchan, 1996; 

木
畑
、
二
〇
一
二：

四
三；

ホ
ワ
イ
ト
、
二
〇
〇
六
）。
ま
た
、

冷
戦
の
終
結
前
後
に
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
廃
止
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
（S

aunders
and
O
nslow

, 2010: 238

-

243; P
lum
m
er, 2013: 515

-518

）。

こ
こ
で
改
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
宗
主
国
に
支
配
さ
れ
て
い
た
植
民
地
に
と
っ

て
は
、
冷
戦
の
論
理
よ
り
も
、
脱
植
民
地
化
の
論
理
の
方
が
よ
り
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
は
、
脱
植
民
地
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
時
に
見
誤
り
、
冷
戦
の
論
理
で
の
み
政
策
対
応
し
、
失
敗
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
（
佐
々
木
、
二
〇
一
一：

一
一
六
│

一
一
九
）。

た
と
え
ば
、
そ
の
典
型
的
な
事
例
が
、
一
九
五
六
年
一
〇
月
二
九
日
に
勃
発
し
た
ス
エ
ズ
戦
争
で
あ
る
。
英
仏
両
国
の
植
民
地
主
義

と
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
冷
戦
の
そ
れ
ぞ
れ
の
論
理
が
鋭
く
交
錯
し
た
（
佐
々
木
、
一
九
九
七
）。
も
う
一
つ
の
典
型
的
な
事

例
は
、
一
九
六
一
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
一
九
七
三
年
一
月
二
七
日
ま
で
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
で
あ
ろ
う
。「
特
別
な
関
係
」
に
あ
っ
た

は
ず
の
米
英
両
国
は
、
深
刻
な
同
盟
の
相
剋
に
陥
っ
た
（
水
本
、
二
〇
〇
九
）。
中
東
地
域
や
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
限
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
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地
域
や
南
ア
ジ
ア
地
域
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
脱
植
民
地
化
も
、
冷
戦
の
論
理
だ
け
か
ら
眺
め
る
と
、
全
体
像
を
見
失
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
（
木
畑
、
一
九
九
六；

宮
城
、
二
〇
〇
一；

菅
、
二
〇
〇
九；

渡
辺
編
、
二
〇
〇
六；

C
ostigliola

and
H
ogan

eds., 2014

）。

こ
う
し
て
、
冷
戦
の
時
代
の
脱
植
民
地
化
に
よ
っ
て
、
帝
国
主
義
世
界
体
制
は
次
第
に
溶
解
・
崩
壊
し
て
い
っ
た
。
植
民
地
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
流
の
主
権
国
家
な
い
し
国
民
国
家
と
し
て
独
立
し
、
国
際
社
会
に
参
加
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
国
民
国
家
を
相
対
化
さ
せ
る
動

き
と
し
て
、
相
互
依
存
が
深
化
し
た
。
冷
戦
後
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
展
し
て
き
た
（
い
る
）。
歴
史
に
規
定
さ

れ
る
「
公
式
の
帝
国
」
の
時
代
は
、
ソ
連
邦
の
崩
壊
で
ほ
ぼ
終
焉
し
た
の
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
「
公
式
の
帝
国
」
は
、
中
国
の
み
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
公
式
の
帝
国
の
時
代
の
ほ
ぼ
終
わ
り
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
冷
戦
の
終
結
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
本
格

化
と
ほ
ぼ
重
な
り
合
っ
て
い
た
。
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史
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。
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が
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。
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史
』
岩
波
新
書
。

高
坂
正
堯
（
一
九
六
六
）『
国
際
政
治
―
恐
怖
と
希
望
』
中
公
新
書
。
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〇
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〇
世
紀
第
三
巻
世
界
戦
争
の
時
代
と
イ
ギ

－48－

杏 林 社 会 科 学 研 究（27）



リ
ス
帝
国
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
│

二
四
頁
。

福
井
勝
義
、
赤
坂
賢
、
大
塚
和
夫
（
二
〇
一
〇
）『
世
界
の
歴
史
二
四
　
ア
フ
リ
カ
の
民
族
と
社
会
』
中
公
文
庫
。

松
岡
完
（
二
〇
〇
一
）『
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
―
誤
算
と
誤
解
の
戦
場
』
中
公
新
書
。

松
岡
完
（
二
〇
〇
三
）『
ベ
ト
ナ
ム
症
候
群
―
超
大
国
を
苛
む
「
勝
利
」
へ
の
強
迫
観
念
』
中
公
新
書

マ
ブ
バ
ニ
、
キ
シ
ョ
ー
ル
（
二
〇
一
五
）（
山
本
文
史
訳
）『
大
収
斂
―
膨
張
す
る
中
産
階
級
が
世
界
を
変
え
る
』
中
央
公
論
新
社
。

松
下
冽
、
藤
田
憲
編
著
（
二
〇
一
六
）『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
は
何
か
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

水
本
義
彦
（
二
〇
〇
九
）『
同
盟
の
相
剋
―
戦
後
イ
ン
ド
シ
ナ
紛
争
を
め
ぐ
る
英
米
関
係
』
千
倉
書
房
。

宮
城
大
蔵
（
二
〇
〇
一
）『
バ
ン
ド
ン
会
議
と
日
本
の
ア
ジ
ア
復
帰
―
ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
狭
間
で
』
草
思
社
。

武
者
小
路
公
秀
（
一
九
七
七
）『
国
際
政
治
を
見
る
眼
―
冷
戦
か
ら
新
し
い
国
際
秩
序
へ
』
岩
波
新
書
。

山
影
進
編
著
（
二
〇
一
二
）『
主
権
国
家
体
系
の
生
成
―
「
国
際
社
会
」
認
識
の
再
検
証
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

横
手
慎
二
（
二
〇
〇
五
）『
日
露
戦
争
史
―
二
〇
世
紀
最
初
の
大
国
間
戦
争
』
中
公
新
書
。

渡
辺
昭
一
編
（
二
〇
〇
六
）『
帝
国
の
終
焉
と
ア
メ
リ
カ
―
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
の
再
編
』
山
川
出
版
会
。

小
川
浩
之
（
二
〇
〇
九
）「
脱
植
民
地
化
と
イ
ギ
リ
ス
対
外
政
策
―
公
式
帝
国
・
非
公
式
帝
国
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
北
川
勝
彦
「
脱
植
民
地
化
と
イ
ギ
リ

ス
帝
国
」
北
川
勝
彦
編
著
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
二
〇
世
紀
第
四
巻
脱
植
民
地
化
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
五
│

六
八
頁
。

宇
佐
美
滋
「
指
導
力
の
回
復
を
目
指
し
て
」
有
賀
貞
、
宮
里
政
玄
編
『
概
説
ア
メ
リ
カ
外
交
史
―
対
外
意
識
と
対
外
政
策
の
変
遷
』
有
斐
閣
、
一
八
一
│

二

一
〇

川
島
真
「
社
会
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
一
九
二
〇
年
代
」
和
田
春
樹
、
後
藤
乾
一
、
木
畑
洋
一
、
山
室
信
一
、
趙
景
達
、
中
野
聡
、
川
島
真
『
東
ア
ジ

ア
近
現
代
史
　
上
　
一
九
世
紀
か
ら
現
在
ま
で
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一
四
三
│

一
八
三
頁
。

木
畑
洋
一
（
二
〇
一
二
）「
帝
国
と
帝
国
主
義
」
木
畑
洋
一
、
南
塚
信
吾
、
加
納
格
『
帝
国
と
帝
国
主
義
』
有
志
舎
、
一
│

五
四
頁
。

桜
井
由
躬
雄
（
一
九
九
九
）、「
植
民
地
化
の
ベ
ト
ナ
ム
」
石
井
米
雄
、
桜
井
由
躬
雄
編
『
新
版
世
界
各
国
史
五
　
東
南
ア
ジ
ア
Ⅰ
　
大
陸
部
』
山
川
出
版
会
、

三
〇
三
│

三
四
六
頁
。

佐
々
木
卓
也
（
二
〇
一
一
）『
冷
戦
―
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
的
生
活
様
式
を
守
る
戦
い
』
有
斐
閣
。

－47－

脱植民地化と冷戦（下） （28）



篠
崎
正
郎
（
二
〇
一
一
）「『
引
き
留
め
ら
れ
た
帝
国
』
と
し
て
の
英
国
―
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
か
ら
の
撤
退
政
策
、
一
九
七
四
│

七
五
年
」『
国
際
政
治
（
特

集：

国
際
政
治
研
究
の
先
端
八
）』
第
一
六
四
号
、
二
九
│

四
二
頁
。

砂
野
幸
稔
（
一
九
九
七
）「
パ
ン
・
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
宮
本
正
興
、
松
田
泰
二
編
『
新
書
ア
フ
リ
カ
史
』
講
談
社
現
代
新
書
、
四
四
五

│

四
七
〇
頁
。

高
松
基
之
（
一
九
九
八
）「
連
戦
の
進
展
と
変
質
」
有
賀
貞
、
宮
里
政
玄
編
『
概
説
ア
メ
リ
カ
外
交
史
―
対
外
意
識
と
対
外
政
策
の
変
遷
』
有
斐
閣
、
一
三

七
│

一
七
九
。

田
中
孝
彦
（
一
九
九
四
）「
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
変
容
と
冷
戦
―
冷
戦
の
終
焉
が
意
味
す
る
も
の
」
鴨
武
彦
編
『
講
座
制
機
関
の
世
界
政
治
　
五

パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
変
容
―
リ
ア
リ
ズ
ム
と
の
葛
藤
』
日
本
評
論
社
、
六
九
│

一
三
三
頁
。

田
中
孝
彦
（
一
九
九
八
）「
冷
戦
構
造
の
形
成
と
パ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
vs.
ア
メ
リ
カ
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
二
〇
世
紀
シ

ス
テ
ム
　
一
　
構
想
と
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
一
六
│

二
五
一
頁
。

長
崎
暢
子
（
二
〇
一
四
）「
ガ
ン
デ
ィ
ー
時
代
」
辛
島
昇
編
『
新
版
世
界
各
国
史
七
　
東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
』
山
川
出
版
会
、
三
七
二
│

四
二
三
頁
。

中
野
亜
里
、
遠
藤
聡
、
小
高
泰
、
玉
置
充
子
、
増
原
綾
子
（
二
〇
一
六
）『
入
門
東
南
ア
ジ
ア
現
代
政
治
﹇
改
訂
版
﹈』
福
村
出
版
。

永
野
隆
行
（
二
〇
〇
一
）「
〈
書
評
論
文
〉
イ
ギ
リ
ス
と
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
国
際
関
係
」『
国
際
政
治
（
特
集：

比
較
政
治
と
国
際
政
治
の
間
）』
第
一
二
八

号
、
二
一
一
│

二
二
二
頁
。

納
家
政
嗣
（
二
〇
一
七
）「
国
際
秩
序
と
帝
国
の
遺
産
」
納
家
政
嗣
、
永
野
隆
行
編
『
帝
国
の
遺
産
と
現
代
国
際
関
係
』
勁
草
書
房
、
一
│

二
〇
頁
。

狭
間
直
樹
、
長
崎
暢
子
（
一
九
九
九
）『
世
界
の
歴
史
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ソ
ン
（
竹
村
正
子
訳
）（
一
九
六
七
年
）『
東
南
ア
ジ
ア
史
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〇
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〇
│

一
九
六
三
年
」『
国
際
政
治
（
特
集：

冷
戦
の
終
焉
と
六
〇
年
代
性
）』
一
二
六

号
、
八
一
│
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〇
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〇
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帝
国
の
長
い
影
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
三

│

二
四
頁
。

弘
末
雅
士
（
一
九
九
九
）「
近
世
国
家
の
終
焉
と
植
民
地
支
配
の
進
行
」
池
端
雪
浦
編
『
新
版
世
界
各
国
史
六
　
東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
　
島
嶼
部
』
山
川
出
版
会
、

一
八
二
│

二
六
七
頁
。

藤
原
帰
一
（
一
九
九
二
）「
ア
ジ
ア
冷
戦
の
国
際
政
治
構
造
―
中
心
・
前
哨
・
周
辺
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
『
現
代
日
本
社
会
七
国
際
化
』
東
京
大

学
出
版
会
、
三
二
七
│

三
六
一
頁
。

藤
原
帰
一
（
一
九
九
八
）「
世
界
戦
争
と
世
界
秩
序
―
二
〇
世
紀
国
際
政
治
へ
の
接
近
」
藤
原
帰
一
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
二
〇
世
紀
シ
ス
テ
ム

一
構
想
と
形
成
』、
二
六
│

六
〇
頁
。

細
谷
雄
一
（
二
〇
〇
六
）「
冷
戦
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
」
佐
々
木
雄
太
編
著
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
二
〇
世
紀
第
三
巻
世
界
戦
争
の
時
代
と
イ
ギ
リ
ス
帝

国
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
九
五
│

一
二
八
頁
。

ホ
ワ
イ
ト
Ｎ
・
Ｊ
（
二
〇
〇
六
）（
秋
田
茂
訳
）「
帝
国
の
残
影
―
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
と
東
南
ア
ジ
ア
の
脱
植
民
地
化
」
渡
辺
昭
一
編
『
帝
国
の
終
焉
と
ア

メ
リ
カ
―
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
の
再
編
』
山
川
出
版
会
、
一
〇
六
│

一
三
三
頁
。

前
川
一
郎
（
二
〇
一
三
）「
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
撤
退
―
イ
ギ
リ
ス
開
発
援
助
政
策
の
顛
末
」『
国
際
政
治
（
特
集：

戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
多
元
重
層
化
）』

第
一
七
三
号
、
一
五
│

二
七
頁
。

山
室
信
一
「
新
秩
序
の
模
索
―
一
九
三
〇
年
代
」
和
田
春
樹
、
後
藤
乾
一
、
木
畑
洋
一
、
山
室
信
一
、
趙
景
達
、
中
野
聡
、
川
島
真
『
東
ア
ジ
ア
近
現
代
史

上
　
一
九
世
紀
か
ら
現
在
ま
で
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一
八
五
―
二
三
二
頁
。

山
本
博
之
（
二
〇
一
八
）「
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
」
古
田
元
夫
編
『
東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
』
一
般
財
団
法
人
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
〇
八
│

一

一
九
頁
。

－45－

脱植民地化と冷戦（下） （30）




